
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

経験から人は育つ 
 

小樽市立塩谷小学校長 加 藤 俊 明  
 

 今年度の学芸会が無事に終了しました。「気持ちを込めて 協力し合い 保護者と自

分たちも 楽しめる 最高の学芸会にしよう」のスローガンのもと、 

子どもたちは一生懸命に練習し、当日は保護者並びにご来賓、地域 

の皆様に自分たちの発表をお見せすることができました。たくさん 

の皆様から惜しみない拍手をいただき、子どもたちには励みになっ 

たことと思います。ありがとうございました。 

さて、５年前のことですが、テレビのある番組で「信号機のない 

横断歩道に横断歩行者がいるときの自動車の一時停止率が高い県と低い県」について放

送していました。私の経験では信号機のない交差点では立っていても車はなかなか止ま

ってくれず、まれに止まってくれるドライバーさんがいたときはうれしくなり、会釈を

して渡っていたものでした。 

ところが、番組で放送されていた一時停止率全国第１位の長野県は、信号機のない横

断歩道に横断歩行者がいるとき、約６割のドライバーが一時停止していると紹介されて

いました。驚きと同時に番組の全部を見たわけではないので、北海道はどうだろうとイ

ンターネットで調べてみたら、一時停止率が約４％の第３５位でした。（ＪＡＦの全国

調査データより） 

２０２２年度の一時停止率を調べてみたら、長野県は８２．９％、北海道は２５．２

％とかなり改善されていました。長野県は引き続き第１位でしたが、北海道は数値は上

がっていても、順位的には第４３位と後退していました。それだけ他府県の一時停止に

関する意識が高くなってきているのだと思いました。 

ドライバーが勘違いしがちですが、すでに横断歩道を渡っている歩行者がいるから

「一時停止」をするのではなく、まだ渡っていなくても「これから渡ろうとしている」 

        場合、本来は徐行して一時停止するのが原則であり、それを無視して 

車が通過すると「横断歩行者妨害違反」が課せられます。 

長野県では特別に教習所で「横断歩道で人がいたらちゃんと止まり 

なさい」と厳しく指導してるわけではなく、昔から親が車を運転して 

いるときに一時停止しているところを見ていたり、「横断歩道で車が

止まってくれる」ことを経験して育っている人が多いとのことでした。この番組を見て、

経験から学ぶことがいかに大きく、自分の身になることなんだと改めて思いました。 

子どもたちはさまざまな経験を通していろいろなことを学んでいきます。大人のやっ

ていることを見て子どもたちは成長していくので、私たち大人は子どもたちの手本とな

る生活を常に心がけたいなと思いました。 

 

 
小樽市立塩谷小学校   学校だより  第８号  

令和５年１０月３０日発行 TEL２６－１１０３ 

E-mail  sioya-ps@otaru.ed.jp 

【教育目標】 

☆すなおでやさしい子ども 

☆よく考える子ども 

☆進んで働く子ども 

☆みんなで協力する子ども 

☆明るく健康な子ども 
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１日(水) 塩谷小学校公開研究会のため 

１日(水)  ・１年生以外Ｂ日課４時間授業 

１日(水) ・１年生５時間授業(研究授業) 

２日(木) Ｂ日課、１年生４時間授業 

３日(金) (祝)文化の日 

 ６日(月) 全校朝会 

 ８日(水) 読み聞かせ 

９日(木) Ｂ日課、ＰＴＡ事務局会議 18:30 

１３日(月) スクールカウンセラー来校日 

１３日(月) ＰＴＡ４校交流会 18:30 幸小 

１５日(水) 読み聞かせ 

１５日(水) ５・６年オタモイ遊園地学習会 

１６日(木) Ｂ日課、職員会議 

１６日(木) ＰＴＡ評議委員会 18:30 

１７日(金) 特別支援学級合同体育大会 

１８日(土) 音読カップ 

２０日(月) 児童朝会 

２０日(月) ４年社会科見学(博物館・芸術村) 

２０日(月) スクールカウンセラー来校日 

２１日(火) 避難訓練(不審者) 

２２日(水) Ｂ日課 

２３日(木) (祝)勤労感謝の日 

      市 P 連教育功労者表彰式 

２４日(金) 塩小まつり 

２８日(火) 校内作品展～12/8 

２９日(水) Ｂ日課、個人懇談①～12/５ 

３０日(木) Ｂ日課、個人懇談② 
 

※11/28～12/8 に職員室前廊下で校内作品

展を行います。個人懇談の際にぜひご覧くだ

さい。 

 

 
 

 １０月２３日に小中一貫教育の一環として

長橋中学校の宮崎先生による体育(サッカー)

の出前授業を５・６ 

年で行いました。ポ 

イントを押さえた指 

導のもとドリブルや 

パスなどに楽しく取 

り組んでいました。 

 行 事 予 定 

 

 
 

１０月１４日に学芸会を開催しました。子ど

もたちは、「気持ちを込めて 協力し合い 保護

者と自分たちも楽しめる 最高の学芸会にしよ

う」をテーマに、練習の成果を発揮して素晴ら

しい発表を行うことができました。 

 

 

 

 
 

「小樽子どもの詩コンクール」と、後志管内

の「絆づくりメッセージコンクール」、北海道

の絵画コンテストで本校の児童の作品が入賞

しました。入賞おめでとうございます。 
 

[小樽子どもの詩コンクール] 

 小学校低学年の部  

優良賞 ２年生 「海」 

 小学校高学年の部  

銀 賞 ６年生 「寄っていた」 
 

[絆づくりメッセージコンクール] 

 個人の部 奨励賞 ４年生 

 「いじめない 笑顔の学校 目指そうよ」 
 

[北海道出光こどもお絵かきコンテスト2023] 

優秀賞 ４年生 
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 １０月１８日の６年総合的な学習の時間に

「縄文遺跡を活用したゲストティーチャー授

業」を実施しました。 

授業では、遺跡から 

出土した石器や土器 

に実際に触れ、縄文 

時代の暮らしについ 

て学習を深めました。 

 

 

 
 

 １０月３日にＧＩＧＡスクールサポーター

の方を講師に６年生で「情報モラル教室」を実

施しました。スマー 

トフォン等の利便性 

や危険性について学 

び、利用上のマナー 

や注意点について理 

解を深めました。 
 

 


